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三島由紀夫における国境認識 
－「アメリカ」を視座として
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その名声とはいうまでもなく内灘闘争によるものである。
また、海へ向かうトラックの轍にはここで試射されたあと朝
鮮半島へ運ばれた砲弾輸送のイメージがただよい、また遠
く聞こえる砕ける波音は朝鮮戦争時の砲声が想像される。
朝鮮戦争において日本はアメリカ軍の後方支援基地として
砲弾の製造・試射といった役割を果たし、好景気を迎えた。そ
れが日本の戦後からの立ち直るきっかけとなった。右の引用
にある風景描写は、そうした日本の状況をもほのかに浮かび
上がらせる。反対運動の結果、試射場の撤退にこぎつけ、米
軍の占領から解放されたこの海岸を「名高い」と語って強調
することで、基地撤退もままならない戦後体制下の日本に対
する屈折した感情が読み取れる描写であるといえる。
この内灘では空飛ぶ円盤が出現する。大杉一家は空飛ぶ
円盤を「平和の象徴」と呼ぶが、それがほかならぬ内灘を舞
台とすることで、核の傘のもと繁栄にひた走る日本に対する
批判意識を、この箇所から読み取ることができるわけである。
こうして、本発表のテーマである三島由紀夫の国境認識
を、主にアメリカとの関係から読み解いてみた。アメリカと日
本との関係は現在も従属的関係にあり、基地の存在は沖縄
を中心に日本国内において大変な問題となっている。また、
アメリカ・メキシコ間の国境についてはアメリカ大統領選挙
における候補者の排外的な主張から、最近も世界的な注目
を集めている。一方、「海外」という言葉が指し示すように、戦
後の日本国の国境はすべて海であり、日本で生まれ育った
者は平素ほとんど国境を意識することはない。その間隙をつ
いて、近年では旧植民地に出自を持つ日本国内在住者に対
するヘイトスピーチなどが生じている。また、安倍政権は憲
法の改変を通じて戦後体制の幕引きを図っているといわれ
る。戦後体制のなかで国際人として生き、ナショナリストとし
て死んだ三島由紀夫の国境に関する言説は、さらに深く追
求される必要があると考える。
